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市議会議員 
 

１
月
29
日
、
30
日
に
日
本
共
産

党
蓮
田
市
議
団
３
人
で
視
察
し
、

１
日
目
は
滋
賀
県
野
洲
市
の
生
活

困
窮
者
支
援
を
学
び
ま
し
た
。 

 

全
国
か
ら
視
察
申
込
み
が
多
い

「
よ
う
こ
そ
滞
納
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
」
条
例
は
通
称
で
、
正
式

名
は
「
債
権
管
理
条
例
」（
２
０
１

５
年
４
月
施
行
）
で
す
。 

 

「
滞
納
は
生
活
困
窮
の
シ
グ
ナ

ル
」
と
し
て
、
市
営
住
宅
費
や
給

食
費
、
上
下
水
道
費
の
滞
納
な
ど

か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
掴
み
庁
内
で
情
報

共
有
し
、
納
税
相
談
や
生
活
再
建

を
支
援
す
る
市
民
生
活
相
談
課
に

つ
な
い
で
い
ま
す
。 

 

市
民
生
活
相
談
課
は
「
断
ら
な

い
相
談
窓
口
」
を
ポ
リ
シ
ー
と
し
、

就
労
支
援
、
家
計
相
談
、
学
習
支

援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
法
律
相
談
な
ど
に
も

職
員
が
同
行
し
、
日
頃
の
ケ
ー
ス

会
議
な
ど
で
職
員
の
意
識
向
上
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

困
窮
の
判
定
基
準
は
な
く
、
経

済
的
困
窮
＋
社
会
的
孤
立
状
況
で

判
断
と
の
こ
と
。
法
律
通
り
な
ら

差
押
え
と
な
る
事
例
で
も
、
生
活

再
建
を
支
援
す
る
こ
と
で
税
の
自

主
納
付
が
進
み
、
年
間
約
３
千
万

円
の
税
収
入
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

 
「
相
談
が
必
要
な
人
は
な
か
な

か
自
ら
相
談
に
来
ら
れ
な
い
」「
市

民
生
活
を
壊
し
て
ま
で
債
権
を
回

収
し
な
い
」「
頼
り
が
い
の
あ
る
行

政
＝
市
民
生
活
の
安
定
こ
そ
、
長

期
的
な
納
付
意
欲
向
上
に
つ
な
が

る
」
と
い
う
視
点
か
ら
各
課
連
携

が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
２
０
１
６
年
10
月
に

は
生
活
困
窮
者
の
発
見
・
支
援
拡

充
等
を
目
的
と
し
た
「
く
ら
し
支

え
あ
い
条
例
」
が
で
き
て
い
ま
す
。 

ベ
テ
ラ
ン
の
相
談
担
当
職
員

と
、
若
い
納
税
推
進
課
職
員
お
二

人
の
熱
意
に
感
動
し
ま
し
た
。 

  
 

 

 

２
日
目
は
滋
賀
県
湖
南
市
。
２

０
１
２
年
全
国
初
の
「
地
域
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
条
例
」
制
定
後

の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

条
例
に
基
づ
い
て
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
連
続
市
民
講
座
が
毎
年
行

わ
れ
、
啓
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

 

市
民
・
地
元
企
業
・
地
元
金
融

機
関
等
が
出
資
し
、
太
陽
光
発
電

所
４
基
が
稼
働
中
で
す
。
私
た
ち

は
公
共
施
設
に
設
置
し
た
４
号
機

を
視
察
。
非
常
用
電
源
と
し
て
防

災
拠
点
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

配
当
は
地
域
商
品
券
で
す
。
地

域
経
済
の
活
性
化
と
地
域
内
循
環

が
促
進
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
出
資
以
外
で
も
市
民
が

参
加
で
き
る
よ
う
、
連
続
講
座
か

ら
派
生
し
た
「
イ
モ
発
電
」
が
研

究
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ツ
マ
イ
モ

の
食
材
に
適
さ
な
い
部
分
や
、
葉

や
ツ
ル
を
発
酵
さ
せ
、
発
生
し
た

メ
タ
ン
ガ
ス
を
利
用
。
夜
や
雨
天

で
も
発
電
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
学
校
や
保
育
園
、
福
祉

施
設
等
で
土
づ
く
り
・
イ
モ
栽

培
・
収
穫
祭
が
行
わ
れ
、
特
産
品

と
し
て
加
工
が
で
き
る
な
ど
、
多

く
の
市
民
が
関
わ
っ
て
い
る
の
が

素
晴
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

単
に
ハ
ー
ド
面
の
発
電
を
推
進

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
経
済

の
活
性
は
も
ち
ろ
ん
、
福
祉
的
・

農
業
的
・
住
民
自
治
的
視
点
な
ど

で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り 

目
か
ら
鱗
で
し
た
。 

イモの空中栽培（収穫量増・畑と違

い車椅子でも参加できる）。水をや

る障がいのあるスタッフ（資料より） 

市民の協同出資による

太陽光発電所を設置し

た公共施設 

野洲市役所 1 階入っ

てすぐに「市民生活

相談課」があります 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

２
月
10
日
、
ハ
ス
ト
ピ

ア
で
第
５
回
農
業
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 
農
業
は
食
料
と
土
や
環

境
を
守
る
大
切
な
社
会
基

盤
で
す
が
、
歴
代
自
民
党

政
府
は
農
産
物
輸
入
を
自

由
化
し
、
米
価
大
暴
落
で
も

対
策
を
と
ら
ず
、
無
責
任
な

農
政
を
続
け
て
き
ま
し
た
。 

 

蓮
田
市
も
農
業
従
事
者

の
減
少
、
高
齢
化
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
、
農
産
物

価
格
の
低
迷
等
、
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。 

 

地
産
地
消
先
進
地
の
講

師
の
講
演
を
聞
い
た
後
、

質
疑
応
答
で
は
、
推
進
母

体
と
し
て
Ｊ
Ａ
へ
期
待
す

る
意
見
が
出
た
の
に
対

し
、
Ｊ
Ａ
組
合
長
か
ら
は

「
こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

【
東
京
都
小
平
市
】 

 

給
食
に
地
場
野
菜
の
利

用
促
進
で
市
内
全
19
小
学

 

3/31（土）商工祭さくらまつり（元荒川河川敷） 

4/ 8（日）市野球協議会合同開会式（黒浜公園） 

/ 9（月）黒浜小・中学校入学式 

/22（日）議会報告＆おしゃべり会①（環境学習館） 

/25（水）議会だより編集委員会 

 /26（木）日本共産党無料法律相談（市党事務所） 

/27（金）議会報告＆おしゃべり会②（図書館和室） 
 
※党議員団の定例宣伝は毎週木曜朝 7：00～8：00 

蓮田駅西口または東口で行っています。（雨天時中止） 

安倍改憲 NO! 3000万署名も準備しています。 

署名のご協力やご要望・ご相談など 

お気軽にお声掛けください♪ 

日本共産党黒浜支部・後援会 検索  
 船橋ゆき子のブログ 

 

検索 
 

 

先
日
、
宿
の
交
差
点
付
近
を
車
で
走
っ

て
い
た
ら
車
道
を
横
切
る
動
物
が
い
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
一
瞬
ネ
コ
か
と
思

い
ま
し
た
が
、
し
っ
ぽ
が
太
く
て
丸
っ
こ

く
、
ど
う
や
ら
タ
ヌ
キ
だ
っ
た
よ
う
。 

 

蓮
田
で
は
い
ろ
い
ろ
な
動
物
と
会
え

ま
す
ね
。
長
崎
で
は
キ
ジ
の
つ
が
い
を
目

撃
し
、
黒
浜
沼
で
は
カ
ワ
セ
ミ
の
美
し
い

色
に
興
奮
。
春
は
ウ
グ
イ
ス
の
か
わ
い
ら

し
い
鳴
き
声
に
心
が
躍
り
ま
す
。 

 

黒
浜
沼
近
く
で
は
タ
ヌ
キ
の
フ
ン
が

あ
る
場
所
も
教
え
て
い
た
だ
き
、
身
近
な

校
へ
４
３
０
０
万
円
の
補

助
、
地
産
地
消
推
進
事
業
で

Ｊ
Ａ
へ
１
３
９
万
円
を
補

助
（
Ｈ
27
年
度
予
算
額
）。 

 
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
」

を
中
心
に
、
市
・
学
校
・
栄

養
士
・
Ｊ
Ａ
が
協
力
。 

【
秋
田
県
五
城
目
町
】 

 

ほ
と
ん
ど
が
水
稲
農
家

の
中
で
、
買
取
り
を
確
約

し
、
地
場
野
菜
農
家
を
増
や

す
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。 

 

か
ぼ
ち
ゃ
の
缶
詰
、
ホ
ウ

レ
ン
草
や
大
根
菜
の
冷
凍

保
存
、
福
神
漬
け
や
甘
酒
へ

の
加
工
で
、
大
量
に
採
れ
た

旬
の
野
菜
を
普
段
使
い
の

常
備
品
と
し
て
い
る
。 

【
埼
玉
県
熊
谷
市
】 

 

本
州
一
番
の
小
麦
作
付

面
積
。
熊
谷
ブ
ラ
ン
ド
の
創

造
と
情
報
発
信
に
取
組
む
。 

 

昨
年
は
第
７
回
全
国
ご

当
地
う
ど
ん
サ
ミ
ッ
ト
＋

熊
谷
市
農
業
祭
と
合
わ
せ

て
２
日
間
で
10
万
人
の
来

場
が
あ
っ
た
。 

 
 

① 4/22（日）  
１時半～３時 環境学習館 
 

② 4/27（金）  
10 時～11 時半 図書館和室 
 
３月議会は「再生可能エネ

ルギーの施策推進」と「こど

も医療費の 18歳まで拡大」を

求めて一般質問しました。 
 
お子さん連れ歓迎！どなた 

でもお越しください♪ 

「考える」ではなく「動く

時！」。盛りだくさんの内

容で時間が足りないほど

だった農業シンポジウム 

 
 

春
立
ち
ぬ 

 
 

 

桜 

蓮
子 

春
立
ち
ぬ 

見
守
り
パ
ト
に 

子
の
笑
顔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
有
り
難
う
） 

孫
が
カ
ゼ 

お
次
は
友
の
子 

介
護
婆
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
マ
ス
ク
の
美
） 

通
園
の 

送
迎
ハ
ン
ド
ル 

 

好
々
爺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
楽
し
い
活
力
） 

朝
め
し
も 

夕
げ
も
個
食
に 

こ
ら
え
る
子 

 
 
 
 
 
 
 

（
親
の
働
か
せ
方
こ
そ
） 

離
す
ま
い 

目
と
手
と
心 
町
ぐ
る
み 

 
 
 
 
 
 
 

（
子
育
て
市
政
に
期
待
） 

子
育
て
が 

親
育
て
に
も
な
り 

市
育
て
に 

 
 
 
 
 
 
 

（
人
間
第
一
の
蓮
田
へ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

五城目町の「かぼちゃの

缶詰」。以前は畑に捨てら

れたかぼちゃも多かった 

動
物
の
息
遣
い
を
感
じ

ま
し
た(

下
の
写
真
）
。

木
の
実
？
の
粒
が
混
じ

っ
た
フ
ン
が
枯
葉
の
上

に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

食
生
活
が
垣
間
見
え
て

お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。 

船橋連絡先 090-8612-7963 


